
告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
八
十
号 

 
草
加
都
市
計
画
事
業
八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
保
留
地
処
分
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
二
年
六
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 
 

 

草
加
都
市
計
画
事
業
八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
保
留
地
処
分
規
程
の 

 
 

 

一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 

草
加
都
市
計
画
事
業
八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
保
留
地
処
分
規
程
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
八
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
七
条
第
二
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
入
札
者
若
し
く
は
そ
の
代
理
人
が
立
ち
会
わ
な
い
と
き
、
又
は

当
該
入
札
者
の
う
ち
く
じ
を
引
か
な
い
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
に
代
え
て
、
当
該
入
札
事
務

に
関
係
の
な
い
職
員
に
く
じ
を
引
か
せ
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
二
十
条
中
「
年
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
」
を
「
政
府
契
約
の
支
払
遅
延
防
止
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
十
六
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
財
務
大
臣
が

決
定
す
る
率
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
六
号
及
び
様
式
第
六
号
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 



 様
式
第
６
号
（
第
１
７
条
関
係
）

 

保
 
留

 
地

 
売

 
買

 
契

 
約

 
書

 
 

 

 
 
草
加
都
市
計
画
事
業
八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
者
埼
玉
県
（
以
下

「
甲
」
と
い
う
。
）
と

 
 

 
 

 
 
（
以
下
「
乙
」
と
い
う
。
）
と
は
、
保
留
地
の
売
買
に

関
し
、
次
の
と
お
り
契
約
を
締
結
す
る
。

 

 

（
趣
旨
）

 

第
１
条

 
甲
は
、
次
に
掲
げ
る
保
留
地
（
以
下
「
本
件
保
留
地
」
と
い
う
。
）
を
乙
に
売
り
渡

し
、
乙
は
、
こ
れ
を
買
い
受
け
る
も
の
と
す
る
。

 

⑴
 
保
留
地
番
号

 

⑵
 
街
区
番
号

 
 

 
 

 
 

 
 

 
街
区

 

⑶
 
画
地
番
号

 
 

 
 

 
 

 
 

 
画
地

 

⑷
 
地

積
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㎡

 

（
契
約
代
金
）

 

第
２
条

 
本
件
保
留
地
の
契
約
代
金
は
、
金

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
円

 

 
（
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り

 
 

 
 

 
 

 
 
円
）
と
す
る
。

 

（
契
約
代
金
等
の
支
払
）

 

第
３
条

 
乙
は
、
金

 
 

 
 

 
 
円
を

 
 

 
 
年

 
 
月

 
 
日
ま
で
に
甲
が
指
定
す
る

方
法
で
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
乙
が
契
約
保
証
金
と
し
て
納
付
し
た
金

 
 

 
 
円
は
、
前
条
の
契
約
代
金
に
充
当
す
る
。
 

（
違
約
金
の
徴
収
）

 

第
４
条

 
乙
は
、
前
条
第
１
項
に
定
め
る
期
限
ま
で
に
、
同
項
に
規
定
す
る
額
を
納
入
し
な
か

っ
た
と
き
は
、
遅
延
日
数
に
応
じ
、
第
２
条
の
契
約
代
金
に
年

 
．

 
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合

を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
違
約
金
と
し
て
、
甲
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

違
約
金
の
総
額
が
１
０
０
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

（
保
留
地
の
使
用
）

 

第
５
条

 
甲
は
、
売
買
代
金
を
受
領
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
本
件
保
留
地
を
乙
に
引
き
渡

す
も
の
と
す
る
。

 

２
 
乙
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
本
件
保
留
地
の
引
渡
し
を
受
け
た
と
き
は
、
本
件
保
留
地
を

使
用
し
、
又
は
収
益
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
契
約
書
の
更
正
）

 

第
６
条

 
本
件
保
留
地
に
つ
い
て
出
来
形
確
認
測
量
に
よ
り
地
積
の
増
減
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
地
積
の
増
減
に
応
じ
第
２
条
の
単
価
に
よ
り
算
出
し
た
金
額
を
も
っ
て
清
算
し
、
本
契

 



 
 

 
約
書
の
更
正
（
地
積
及
び
契
約
代
金
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
そ
の
地
積
の
増
減
が
１
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
場
合
は
、
清
算
は
行
わ
な
い
。

 

 
（
契
約
不
適
合
責
任
）

 

第
７
条

 
乙
は
、
本
件
保
留
地
が
種
類
又
は
品
質
に
関
し
て
契
約
の
内
容
に
適
合
し
な
い
も
の

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
契
約
不
適
合
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
と
き
は
、
乙
の
責
め
に
帰

す
べ
き
事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
を
除
き
、
第
５
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
本
件
保
留

地
の
引
渡
し
の
日
か
ら
２
年
間
に
限
り
、
甲
に
対
し
、
修
補
に
よ
る
履
行
の
追
完
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
甲
は
、
乙
に
不
相
当
な
負
担
を
課
す
る
も
の
で

な
い
と
き
は
、
乙
が
請
求
し
た
方
法
と
異
な
る
方
法
に
よ
る
修
補
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
乙
が
前
項
に
定
め
る
期
間
内
に
契
約
不
適
合
の
旨
を
文
書
に
よ
り
甲
に
通
知
し
な
い
と
き

は
、
乙
は
、
そ
の
不
適
合
を
理
由
と
し
て
、
修
補
に
よ
る
履
行
の
追
完
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

 

３
 
乙
は
、
契
約
不
適
合
を
理
由
と
し
て
、
代
替
物
の
引
渡
し
に
よ
る
履
行
の
追
完
の
請
求
、

代
金
の
減
額
の
請
求
、
損
害
賠
償
の
請
求
及
び
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
第
１
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
修
補
に
よ
る
履
行
の
追
完
が
困
難
で
あ
る

と
甲
が
判
断
し
た
場
合
は
、
甲
、
乙
協
議
の
上
、
こ
の
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

４
 
乙
は
、
本
契
約
書
に
添
付
さ
れ
た
保
留
地
契
約
に
お
け
る
留
意
事
項
に
記
載
さ
れ
た
内
容

を
了
承
し
た
上
で
本
件
保
留
地
を
買
い
受
け
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

留
意
事
項
に
記
載
さ
れ
た
内
容
は
、
契
約
不
適
合
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。

 

 
（
所
有
権
移
転
の
時
期
）

 

第
８
条

 
保
留
地
の
所
有
権
移
転
の
時
期
は
、
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
２
９
年
法
律
第
１
１

９
号
）
第
１
０
３
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
換
地
処
分
の
公
告
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
換
地
処
分
の
公
告
の
日
」
と
い
う
。
）
以
前
に
契
約
代
金
が
完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
換
地
処
分
の
公
告
の
日
の
翌
日
と
す
る
。
た
だ
し
、
契
約
代
金
が
完
納
さ
れ
て
い
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
契
約
代
金
が
完
納
さ
れ
た
日
の
翌
日
と
す
る
。

 

 
（
所
有
権
移
転
の
登
記
）

 

第
９
条

 
本
件
保
留
地
の
所
有
権
移
転
の
登
記
は
、
契
約
代
金
が
完
納
さ
れ
、
か
つ
、
土
地
区

画
整
理
法
第
１
０
７
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
換
地
処
分
に
伴
う
登
記
が
完
了
し
た
後
、
甲

が
所
轄
法
務
局
に
嘱
託
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

 

２
 
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
登
記
に
要
す
る
費
用
は
、
乙
の
負
担
と
す
る
。

 

 
（
契
約
の
解
除
）

 

第
１
０
条

 
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
甲
は
こ
の
契
約
を
解
除
で
き
る
も

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
解
除
に
よ
り
乙
に
損
害
が
あ
っ
て
も
、
甲
は
そ
の
責
め

を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

 



 
 

⑴
 
乙
が
草
加
都
市
計
画
事
業
八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
保
留
地
処
分

規
程
（
平
成
１
８
年
埼
玉
県
告
示
第
８
０
３
号
）
の
規
定
又
は
こ
の
契
約
の
条
項
に
違
反

し
た
と
き
。

 

⑵
 
乙
か
ら
契
約
を
解
除
し
た
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
。

 

⑶
 
乙
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
。

 

イ
 
役
員
等
（
乙
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
者
を
、
乙
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
そ

の
役
員
又
は
そ
の
支
店
若
し
く
は
常
時
契
約
を
締
結
す
る
事
務
所
の
代
表
者
を
い
う
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第
７
７
号
）
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
（
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

 

ロ
 
暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
２
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
暴
力
団
員
が
経

営
に
実
質
的
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

 

ハ
 
役
員
等
が
自
己
、
自
社
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図
る
目
的
又
は
第
三
者

に
損
害
を
加
え
る
目
的
を
も
っ
て
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
を
利
用
す
る
な
ど
し
た
と

認
め
ら
れ
る
と
き
。

 

ニ
 
役
員
等
が
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
に
対
し
て
資
金
等
を
供
給
し
、
又
は
便
宜
を
供

与
す
る
な
ど
直
接
的
あ
る
い
は
積
極
的
に
暴
力
団
の
維
持
、
運
営
に
協
力
し
、
若
し
く

は
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

 

ホ
 
役
員
等
が
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有
し
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

 

（
契
約
解
除
に
伴
う
原
状
の
回
復
）

 

第
１
１
条

 
乙
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
契
約
を
解
除
さ
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
自
己
の
費

用
で
本
件
保
留
地
を
原
状
に
回
復
し
て
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
乙
が
原
状
回
復
を
行
わ
な
い
場
合
に
は
、
甲
は
乙
に
代
わ
り
、
本
件
保
留
地
を
原
状
に
回

復
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
費
用
は
乙
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

 

３
 
乙
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
以
外
の
事
由
に
よ
り
契
約
を
解
除
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

前
２
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

 

（
契
約
代
金
の
還
付
）

 

第
１
２
条

 
甲
は
、
第
１
０
条
の
規
定
に
よ
り
契
約
の
解
除
が
あ
り
、
前
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
る
本
件
保
留
地
の
返
還
が
あ
っ
た
と
き
は
、
乙
に
対
し
契
約
代
金
か
ら
契
約
保
証
金
を
差

し
引
い
た
額
を
還
付
す
る
も
の
と
す
る
。

 

２
 
甲
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
還
付
す
る
に
当
た
り
、
前
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
乙
が
負
担

す
る
費
用
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
費
用
の
金
額
を
控
除
し
て
還
付
す
る
も
の
と
す
る
。

 



 
 

 
 

３
 
前
２
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
甲
は
、
乙
か
ら
契
約
を
解
除
し
た
い
旨
の
申
出
が
あ
っ

た
場
合
で
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
契
約
代
金
が
完
納
さ

れ
る
ま
で
の
間
に
限
り
、
乙
が
既
に
納
付
し
た
金
額
の
全
額
を
還
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

⑴
 
本
件
保
留
地
が
災
害
に
よ
り
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
。

 

⑵
 
乙
が
死
亡
し
た
と
き
。

 

⑶
 
契
約
後
に
、
甲
と
保
留
地
担
保
協
定
を
締
結
し
て
い
る
金
融
機
関
の
審
査
等
に
よ
り
融

資
が
得
ら
れ
ず
、
資
金
確
保
が
困
難
と
な
っ
た
と
き
。

 

⑷
 
前
３
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
乙
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
以
外
の
事
由
に
よ
る
と

き
。

 

４
 
前
３
項
の
規
定
に
よ
り
還
付
す
る
金
額
に
は
、
利
子
を
付
さ
な
い
。

 

（
契
約
の
費
用
）

 

第
１
３
条

 
こ
の
契
約
の
締
結
に
要
す
る
費
用
は
、
乙
の
負
担
と
す
る
。

 

（
定
め
の
な
い
事
項
）

 

第
１
４
条

 
こ
の
契
約
に
定
め
の
な
い
事
項
及
び
こ
の
契
約
に
関
し
疑
義
が
生
じ
た
と
き
は
、

甲
、
乙
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

 

 
こ
の
契
約
の
成
立
を
証
す
る
た
め
、
本
書
２
通
を
作
成
し
、
甲
、
乙
記
名
押
印
の
上
、
そ
れ

ぞ
れ
そ
の
１
通
を
所
持
す
る
。

 

 

年
 

 
月

 
 
日

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
丁
目
１
５
番
１
号

 

甲
 
草
加
都
市
計
画
事
業
八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

 

 
 
施

 
行

 
者

 
 

 
埼

 
玉

 
県

 

 
 
代

 
表

 
者

 
 

 
埼
玉
県
知
事

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
印

 

 

 
 
住

 
所

 

乙
 

 
 
氏

 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
㊞

 



 
 

 
様
式
第
６
号
の
２
（
第
１
７
条
関
係
）

 

保
 
留

 
地

 
売

 
買

 
契

 
約

 
書

 
 

 

 
草
加
都
市
計
画
事
業
八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
者
埼
玉
県
（
以
下

「
甲
」
と
い
う
。
）
と

 
 

 
 

 
 
（
以
下
「
乙
」
と
い
う
。
）
と
は
、
保
留
地
の
売
買
に

関
し
、
次
の
と
お
り
契
約
を
締
結
す
る
。

 

 

（
趣
旨
）

 

第
１
条

 
甲
は
、
次
に
掲
げ
る
保
留
地
（
以
下
「
本
件
保
留
地
」
と
い
う
。
）
を
乙
に
売
り
渡

し
、
乙
は
、
こ
れ
を
買
い
受
け
る
も
の
と
す
る
。

 

⑴
 
保
留
地
番
号

 

⑵
 
街
区
番
号

 
 

 
 

 
 

 
 

 
街
区

 

⑶
 
画
地
番
号

 
 

 
 

 
 

 
 

 
画
地

 

⑷
 
地

積
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㎡

 

（
契
約
代
金
）

 

第
２
条

 
本
件
保
留
地
の
契
約
代
金
は
、
金

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
円

 

 
（
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り

 
 

 
 

 
 

 
 
円
）
と
す
る
。

 

（
契
約
代
金
等
の
支
払
）

 

第
３
条

 
乙
は
、
金

 
 

 
 

 
 
円
を

 
 

 
 
年

 
 
月

 
 
日
ま
で
に
甲
が
指
定
す
る

方
法
で
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
乙
が
契
約
保
証
金
と
し
て
納
付
し
た
金

 
 

 
 
円
は
、
前
条
の
契
約
代
金
に
充
当
す
る
。
 

（
違
約
金
の
徴
収
）

 

第
４
条

 
乙
は
、
前
条
第
１
項
に
定
め
る
期
限
ま
で
に
、
同
項
に
規
定
す
る
額
を
納
入
し
な
か

っ
た
と
き
は
、
遅
延
日
数
に
応
じ
、
第
２
条
の
契
約
代
金
に
年

 
．

 
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合

を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
違
約
金
と
し
て
、
甲
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

違
約
金
の
総
額
が
１
０
０
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

（
保
留
地
の
使
用
）

 

第
５
条

 
甲
は
、
売
買
代
金
を
受
領
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
本
件
保
留
地
を
乙
に
引
き
渡

す
も
の
と
す
る
。

 

２
 
乙
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
本
件
保
留
地
の
引
渡
し
を
受
け
た
と
き
は
、
本
件
保
留
地
を

使
用
し
、
又
は
収
益
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
契
約
書
の
更
正
）

 

第
６
条

 
本
件
保
留
地
に
つ
い
て
出
来
形
確
認
測
量
に
よ
り
地
積
の
増
減
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
地
積
の
増
減
に
応
じ
第
２
条
の
単
価
に
よ
り
算
出
し
た
金
額
を
も
っ
て
清
算
し
、
本
契

 



 
 

 
約
書
の
更
正
（
地
積
及
び
契
約
代
金
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
そ
の
地
積
の
増
減
が
１
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
場
合
は
、
清
算
は
行
わ
な
い
。

 

（
契
約
不
適
合
責
任
）

 

第
７
条

 
本
件
保
留
地
は
草
加
都
市
計
画
事
業
八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
審
議

会
の
同
意
を
得
た
「
付
け
保
留
地
」
で
あ
り
、
乙
は
、
そ
の
種
類
、
品
質
が
こ
の
契
約
に
適

合
す
る
こ
と
を
正
確
に
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
渡
さ
れ
た
本
件
保
留
地
が
種
類
又

は
品
質
に
関
し
て
こ
の
契
約
の
内
容
に
適
合
し
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
履
行
の
追
完
の
請

求
、
代
金
の
減
額
の
請
求
、
損
害
賠
償
の
請
求
及
び
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

も
の
と
す
る
。

 

（
所
有
権
移
転
の
時
期
）

 

第
８
条

 
保
留
地
の
所
有
権
移
転
の
時
期
は
、
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
２
９
年
法
律
第
１
１

９
号
）
第
１
０
３
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
換
地
処
分
の
公
告
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
換
地
処
分
の
公
告
の
日
」
と
い
う
。
）
以
前
に
契
約
代
金
が
完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
換
地
処
分
の
公
告
の
日
の
翌
日
と
す
る
。
た
だ
し
、
契
約
代
金
が
完
納
さ
れ
て
い
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
契
約
代
金
が
完
納
さ
れ
た
日
の
翌
日
と
す
る
。

 

（
所
有
権
移
転
の
登
記
）

 

第
９
条

 
本
件
保
留
地
の
所
有
権
移
転
の
登
記
は
、
契
約
代
金
が
完
納
さ
れ
、
か
つ
、
土
地
区

画
整
理
法
第
１
０
７
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
換
地
処
分
に
伴
う
登
記
が
完
了
し
た
後
、
甲

が
所
轄
法
務
局
に
嘱
託
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

 

２
 
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
登
記
に
要
す
る
費
用
は
、
乙
の
負
担
と
す
る
。

 

（
契
約
の
解
除
）

 

第
１
０
条

 
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
甲
は
こ
の
契
約
を
解
除
で
き
る
も

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
解
除
に
よ
り
乙
に
損
害
が
あ
っ
て
も
、
甲
は
そ
の
責
め

を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

 

⑴
 
乙
が
草
加
都
市
計
画
事
業
八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
保
留
地
処

分
規
程
（
平
成
１
８
年
埼
玉
県
告
示
第
８
０
３
号
）
の
規
定
又
は
こ
の
契
約
の
条
項
に
違

反
し
た
と
き
。

 

⑵
 
乙
か
ら
契
約
を
解
除
し
た
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
。

 

⑶
 
乙
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
。

 

イ
 
役
員
等
（
乙
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
者
を
、
乙
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
そ

の
役
員
又
は
そ
の
支
店
若
し
く
は
常
時
契
約
を
締
結
す
る
事
務
所
の
代
表
者
を
い
う
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第
７
７
号
）
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
（
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

 



ロ
 
暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
２
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
暴
力
団
員
が
経

営
に
実
質
的
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

 

ハ
 
役
員
等
が
自
己
、
自
社
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図
る
目
的
又
は
第
三
者

に
損
害
を
加
え
る
目
的
を
も
っ
て
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
を
利
用
す
る
な
ど
し
た
と

認
め
ら
れ
る
と
き
。

 

ニ
 
役
員
等
が
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
に
対
し
て
資
金
等
を
供
給
し
、
又
は
便
宜
を
供

与
す
る
な
ど
直
接
的
あ
る
い
は
積
極
的
に
暴
力
団
の
維
持
、
運
営
に
協
力
し
、
若
し
く

は
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

 

ホ
 
役
員
等
が
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有
し
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

 

（
契
約
解
除
に
伴
う
原
状
の
回
復
）

 

第
１
１
条

 
乙
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
契
約
を
解
除
さ
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
自
己
の
費

用
で
本
件
保
留
地
を
原
状
に
回
復
し
て
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
乙
が
原
状
回
復
を
行
わ
な
い
場
合
に
は
、
甲
は
乙
に
代
わ
り
、
本
件
保
留
地
を
原
状
に
回

復
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
費
用
は
乙
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

 

３
 
乙
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
以
外
の
事
由
に
よ
り
契
約
を
解
除
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

前
２
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

 

（
契
約
代
金
の
還
付
）

 

第
１
２
条

 
甲
は
、
第
１
０
条
の
規
定
に
よ
り
契
約
の
解
除
が
あ
り
、
前
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
る
本
件
保
留
地
の
返
還
が
あ
っ
た
と
き
は
、
乙
に
対
し
契
約
代
金
か
ら
契
約
保
証
金
を
差

し
引
い
た
額
を
還
付
す
る
も
の
と
す
る
。

 

２
 
甲
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
還
付
す
る
に
当
た
り
、
前
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
乙
が
負
担

す
る
費
用
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
費
用
の
金
額
を
控
除
し
て
還
付
す
る
も
の
と
す
る
。

 

３
 
前
２
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
甲
は
、
乙
か
ら
契
約
を
解
除
し
た
い
旨
の
申
出
が
あ
っ

た
場
合
で
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
契
約
代
金
が
完
納
さ

れ
る
ま
で
の
間
に
限
り
、
乙
が
既
に
納
付
し
た
金
額
の
全
額
を
還
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

⑴
 
本
件
保
留
地
が
災
害
に
よ
り
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
。

 

⑵
 
乙
が
死
亡
し
た
と
き
。

 

⑶
 
契
約
後
に
、
甲
と
保
留
地
担
保
協
定
を
締
結
し
て
い
る
金
融
機
関
の
審
査
等
に
よ
り
融

資
が
得
ら
れ
ず
、
資
金
確
保
が
困
難
と
な
っ
た
と
き
。

 

⑷
 
前
３
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
乙
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
以
外
の
事
由
に
よ
る
と

き
。

 

４
 
前
３
項
の
規
定
に
よ
り
還
付
す
る
額
に
は
、
利
子
を
付
さ
な
い
。

 

 



 
 

 
 

 
 

（
契
約
の
費
用
）

 

第
１
３
条

 
こ
の
契
約
の
締
結
に
要
す
る
費
用
は
、
乙
の
負
担
と
す
る
。

 

（
定
め
の
な
い
事
項
）

 

第
１
４
条

 
こ
の
契
約
に
定
め
の
な
い
事
項
及
び
こ
の
契
約
に
関
し
疑
義
が
生
じ
た
と
き
は
、

甲
、
乙
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

 

 
こ
の
契
約
の
成
立
を
証
す
る
た
め
、
本
書
２
通
を
作
成
し
、
甲
、
乙
記
名
押
印
の
上
、
そ
れ

ぞ
れ
そ
の
１
通
を
所
持
す
る
。

 

 

年
 

 
月

 
 
日

 

 

 
 
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
丁
目
１
５
番
１
号

 

甲
 
草
加
都
市
計
画
事
業
八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

 

 
 
施

 
行

 
者

 
 

 
埼

 
玉

 
県

 

 
 
代

 
表

 
者

 
 

 
埼
玉
県
知
事

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
印

 

 

 
 
住

 
所

 

乙
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
氏

 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
㊞
 

 



 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 


